
看護学科

【知識・技能】
・看護学を学ぶために必要な国語・数学・英語・理科（生物・化学）の基礎学力を
有している。
・対人関係を築くために、積極的かつ柔軟にコミュニケーションができる。
【思考力・判断力・表現力】
・自律的な思考に基づき、意思決定し、行動することができる。
・目的や課題を明らかにし、課題の解決に向けて取り組むことができる。
・他者の価値観を尊重し、意見の違いや立場の違いを理解できる。
・相手の意見を丁寧に聴き、自分の意見をわかりやすく表現できる。
【主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度】
・看護に強い興味・関心があり、主体的に看護を学ぶ意欲がある。
・健康的な生活習慣を積極的に身に付け、ストレスに対する適切な行動をとること
ができる。
・前に踏み出す勇気をもって物事に進んで取り組むことができる。
・何事にも、主体的かつ継続的に取り組むことができる。
・多様な人々と積極的に関わり、協働することができる。

リハビリテーション学科

看護学科 リハビリテーション学科

【知識・技能】
・あらゆる年代の人たちと信頼関係を築くために必要不可欠なコミュニケーション
能力の基礎となる国語と英語の基礎を身につけている。
・多くの情報から正確に問題点を抽出するための論理的思考を育む数学の基礎を身
につけている。
・生命活動の本質を追求する上での基礎となる生物や物理、化学等の教科にも関心
がある。

【思考力・判断力・表現力】
・物事の本質を捉え、筋道を立てて論理的に考え、根拠に基づいて判断し、課題を
解決できる。
・他者の意見を尊重しつつ自分の考えをわかりやすく伝えることができる。
【主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度】
・保健・医療・福祉に興味や関心を持ち、人に関わる現象を探求するために自ら行
動を起こすことができる。
・多様な考えやチームの中での個人の役割を理解し、協働して課題解決に取り組む
ことができる。

学科の「人材養成及び教育研究上の目的」を理解し、この目的を達成するために自主的に学ぶ意欲を持った人材及びディプロマ・ポリシーと
カリキュラム・ポリシーで求められている教育を受けるために、必要な次に示す知識･技能、思考力・判断力・表現力を有する人材を求めます。

健康科学部健康科学部
入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）

健康科学部は、看護及びリハビリテーションの分野で、科学的根拠に裏づけされた知識・技術と生命の尊厳と人格を尊重する態度を涵養し、
あらゆる年代の人々の健康の保持増進と自分らしく「生活する」ことを支援できる人材を育成する。

人材養成及び教育研究上の目的

看護学科は、専門知識と、保健・福祉・看護の基盤となる援助的人間関係を成立・
発展させる技術を教授し、あらゆる年代の個人、家族、集団、地域社会を対象とし、
健康の保持増進と生活の質を維持する看護実践ができる看護師・保健師・助産師を
育成する。

リハビリテーション学科は、専門知識・技術を基に乳幼児から高齢者までを対象に、
作業療法学専攻では、人の“こころ”、“からだ”、“生活”に焦点を当て、その人らしい
生活が獲得できるように支援できる人材を育成する。
理学療法学専攻では、疾病や傷害に起因する機能や形態障害に対して基本的身体能
力や移動能力の改善を支援できる人材を育成する。

子ども支援学科

【知識・技能】
・幼児教育・保育の知識・技能について関心を持ち、積極的に学ぶ意欲がある。
・話すこと、聞くこと、書くこと、読むことといった総合的な言語能力を身につけている。
・表現の内容が含まれる体育や芸術における音楽、美術、工芸、書道のいずれかに関する基礎的な知識・技能を有している。
【思考力・判断力・表現力】
・日常生活において自ら課題を見つけ改善しようとする力を有している。
・自らの考えを他者に対して正確に伝達できるコミュニケーション力を持っている。
【主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度】
・障がいや病児などを含む、様々な子どもに関する知識や技術を、自ら学ぼうとする意欲や姿勢を持っている。
・他者の意見を傾聴し、協働する態度を有している。

学科の「人材養成及び教育研究上の目的」を理解し、この目的を達成するために自主的に学ぶ意欲を持った人材及びディプロマ・ポリシーと
カリキュラム・ポリシーで求められている教育を受けるために、必要な次に示す知識･技能、思考力・判断力・表現力を有する人材を求めます。

子ども支援学部子ども支援学部
入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）

子ども支援学科は、基礎教養・子ども学理論・子ども学実践・特別支援教育・健康保育・総合研究と多方面にわたる学修に基づき一人ひとりの子どもの
より望ましい育ちを支援できる幼児教育・保育の人材を育成する。

人材養成及び教育研究上の目的

子ども支援学部は、健やかな生命と豊かな人格を目指す幼児教育・保育、多様なニーズに応じた幼児教育・保育、園・家庭・地域社会
との一体的幼児教育・保育、子どもと未来を育む幼児教育・保育、研究と研鑽を基盤とした幼児教育・保育ができる人材を育成する。

学力の三要素との関係性

知識

主体性 思考力

大学の理念への共感を重視した従来の総合型選抜に、高等学校の教育課程に導入され
た「探究学習」の観点を取り入れた、大学の学びへの橋渡しとなる入試制度です。
試験に合格するためだけに考えられた志望動機を問うものではなく、受験生の皆さん
一人ひとりが設定した入学後に本学で取り組みたい課題をもとに学科・学環ごとの審
査を行い、学びへの意欲と共に、本学の学びとのマッチングも重視します。

自主自律探究入試

1期：造形表現学科を除く全学科・学環・専攻
2期：管理栄養学科・造形表現学科を除く全学科・学環・専攻実施学科・学環

入学検定料

エントリーおよび
出願資格

次の❶・❷のいずれかに該当し、かつ❸・❹の各要件をすべて満たしている女子。
❶ 日本の高等学校もしくは中等教育学校を2027年3月卒業見込みの者、または卒業後５年以内の者。
❷ 2027年3月までに学校教育法施行規則第150条の規程（第5～7号除く）に該当する見込みの者。
❸ 本学の教育方針に賛同する者。
❹ 本学及び志望学科・学環・専攻を第1志望（専願）とする者。

エントリー０円（対面審査通過後に34,000円を納入）

1.エントリーフォームに入力後、調査書（高校３年生1学期（２期制は前期）までの成績が記載されているもの）と、
課題設定シートを郵送してください。エントリーは第１志望に限ります。

2.エントリー書類を受理した方には、エントリー期間終了後に受付完了メールが届きます。
※原則としてエントリー者全員に対面審査を実施する予定ですが、エントリー数により書類による一次審査を実施する
可能性があります。その場合は、受付完了メールにその旨記載します。

1.Web出願サイトで出願登録を行い、入学検定料を納入してください。
2.入学検定料の納入が確認できたら、出願期間終了後に受験票を発行します。
※書類提出について、②のエントリー時に必要書類を全て送付していれば、⑤の出願時に書類を発送する必要はありま
せん。

対面審査の結果はホームページに掲載します。
「受験生・入学情報」＞「合格発表・審査結果発表」のページから確認してください。
対面審査通過者はWeb出願の手続を行ってください。

エントリー2

対面審査3

対面審査結果発表4

出願5

エントリー方法の詳細は、ホームページ（入試ガイド、学生募集要項）で確認してください。

対面審査は、学科・学環ごとに実施します。

合否発表6

入学時納入金手続7

合否発表は、Web合否照会サイト・Web出願マイページで行います。

対面審査の詳細は、ホームページ（入試ガイド、学生募集要項）で確認してください。

1 オープンキャンパス （参加推奨）



1期対面審査内容（※2期は内容が変更になる可能性が有ります）

対面審査結果発表

4

大学ホームページで対面審査の
結果を発表します。

出願

5

対面審査通過者は、
この段階で入学検定料を納入します。

合否照会サイト・
Web出願サイトマイページで
合否を確認できます。

締切日15時までにアドミッション
センターで確認できた時点で
手続完了となります。

合否発表

6
入学時納入金手続

7
オープンキャンパス

1
対面審査

3

審査内容は学科・学環により異なります。
オープンキャンパスやホームページ等で

確認してください。

エントリー

2

エントリーフォームに入力し、
以下の書類を郵送します。

9/1（火）

～

9/16（水）
郵送必着

11/16（月）
～

12/2（水）
郵送必着

開催日程

6/21（日）

7/12（日）

8/2（日）

8/22（土）

6/21（日）

7/12（日）

8/1（土）

8/23（日）

エントリー期間 対面審査

10/1（木）
10：00

12/10（木）
10：00

通知日

11/6（金）
15：00

1/8（金）
15：00

入学手続締切Web発表出願期間

１
期

２
期

6～8月のオープンキャンパスに参加をすることで、大学の
学びへの理解を深めましょう。（参加は必須ではありません）

※共創デザイン学部造形表現学科は「自主自律探究入試」の実施
学科ではありません。造形表現学科の総合型選抜はp.17-18を
ご確認ください。

日程 キャンパス 対象学部

板橋

栄養学部
児童学部
共創デザイン学部※

人文学部
社会デザイン学環
文化情報学環

健康科学部
子ども支援学部

狭山

10/1（木）

～

10/13（火）

11/2（月）
10：00

12/25（金）
10：00

12/10（木）

～

12/16（水）

課題設定シートに基づいたプレゼンテーション（15 分程度）

集団面接（1 グループ約 30 分）

指定した題材について事前にプレゼンテーション資料を作成し、プレゼンテーションと集団討論

課題設定シートに基づいた集団面接（自己アピール含む）

課題設定シートに基づいた集団面接（自己アピール含む）

集団面接（志望理由の確認など）・集団討論（学校行事の運営、各教育場面での対応などを討論）

課題設定シートに基づいた集団面接（1 グループ約 30 分）

課題設定シートに基づいた個人面接（10 分程度）

①集団作業あるいは集団ディスカッション（20 分程度）
当日提示の課題をグループで行い、その後、発表・意見交換を行う

②個人面接（10 分程度）　※事前に準備や練習などは必要のない内容

課題設定シートに基づいた個人面接（10 ～ 15 分程度）

個人面接（15 分）　①自己アピール（5 分程度）、②個人面接（10 分程度）

学部・学科・学環 審査内容

初等教育学科

英語コミュニケーション学科

心理カウンセリング学科

教育福祉学科

看護学科

リハビリテーション
学科

子ども支援学科

児童学科

管理栄養学科

栄養学科

服飾美術学科共創デザイン学部

栄養学部

児童学部

人文学部

社会デザイン学環

文化情報学環

健康科学部

理学療法学専攻

作業療法学専攻

子ども支援学部

①資料を読んで、それに関する意見などを話し合うグループディスカッション
②ディスカッションを踏まえて、人の意見への気づきや自分の意見などを作文（小論文）として提出

※受験票は、1期は10/13（火）、
2期は12/17（木）以降に発行します。

※詳細はホームページで公開する入試ガイドや学生募集要項で
確認してください。

9/27（日）
10：00

試験会場：板橋キャンパス

12/6（日）
10：00

試験会場：板橋キャンパス

※エントリー書類受領後、1期は9/18（金）、
2期は12/3（木）頃に受付完了メールを
送ります。

※一括納入のみ

※一括納入のみ

自主自律探究入試

必要書類❶課題設定シート
❷調査書

2027年度より、アメリカ・フロリダ州立大学（FSU）との連携協定に基づき、英語コミュニケーション学科の学生を対象と
した新たな海外インターンシッププログラムを開始いたします。
本プログラムでは、まずFSUにおいて約10日間の集中講義を受講した後、フロリダのテーマパークにて約6か月間の有給イン
ターンシップに参加します。世界最高水準の現場で接客・サービス業務に従事しながら、実践的な英語運用能力と本場のホス
ピタリティを身につけることを目的としています。

なお、本プログラムへの参加には、学内選考およびテーマパーク運営会社による面接に合格する必要があります。
本枠で志願し、出願許可を受けた入学者より選抜した10名に対して、学科が実施する対策講座の受講料および検定試験料を全
額補助いたします。

【 対象者 】本学を第一志望とし、2027年4月に入学する者
【サポート内容】①検定試験（IELTS・TOEFLは各年1回、DETは年2回）の受験料全額補助

②検定試験対策講座（TOEFL講座等）の受講料（教材費を含む）全額補助
【申込条件】英検2級以上、またはDuolingo English Test 60以上
【申込方法】自主自律探究入試のエントリー書類郵送時に、専用フォーマットを使用し、以下の内容について英語で各150語程

度記述したものを同封する。
・志望動機
・本インターンシッププログラムを通じて将来どのような人物を目指すか

【選抜方法】自主自律探究入試における対面審査および提出書類に基づき、総合的に選抜を行う。

※海外インターンシッププログラムについてはＨＰよりご確認ください。
https://www.tokyo-kasei.ac.jp/academics/fsu_news.html

英語コミュニケーション学科 自主自律探究入試における
フロリダ・テーマパーク・インターンシッププログラム（仮称）枠入学者へのサポート
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